
－ 総務１ － 

所 属 総務部県庁舎建設課 総務部管財課 令和２年度担当所属名 

係 名 管理 

・事業調整係 

内線 2925 管理庁舎係 内線 2214 総務部県庁舎建設課 

総務部県庁舎開設準備課 

総務部管財課 

 新県庁舎建設の推進 

 

１ 事 業 費   ６，７１３，９５７（前年度 ２，３３８，０００） 

      （債務負担行為 令和２～４年度 44,245,445 千円） 

            【財源内訳】      【主な使途】 

           国庫        48,253  工事請負費 6,394,721（庁舎建設費等） 

                県債    4,912,600  委託料      288,547（設計費等） 

                一般財源 1,753,104 

２ 背景・事業目的 

現庁舎は、老朽化、狭隘化に加え、大規模地震発生時に災害対策の  

中枢拠点として十分に機能できる耐震性が満たされていないため、平成

２９年度より設計を進め、令和元年度から建物本体の建設工事に着手 

している。 

令和２年度は、上記に加え、敷地内道路や公園などの外構工事に着手

するとともに、移転・開庁に向けた検討を行う。 

３ 事 業 概 要 

（１） 行政棟・議会棟の建設（6,333,007 千円） 

＜建設工事費＞ 524 億円 

行政棟(445 億円) ： 鉄骨造、免震構造(一部耐震) 21 階建 高さ 106m 延床 68,303 ㎡ 

議会棟( 79 億円) ： 鉄骨造、耐震構造        6 階建 高さ  32m 延床 13,937 ㎡ 

（２） 建設工事監理、外構工事等（226,006 千円） 

本体建設工事等の工事監理、敷地内道路や公園など外構工事等を実施 

（３）  移転・開庁に向けた検討等（154,944 千円） 

全体サイン計画の検討、移転計画作成に向けた調査等を実施 

＜事業スケジュール＞ 
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（款）２総務費（項）１総務管理費（目）(8)庁舎管理費 

（明細書事業名）○県庁舎管理費 

県庁舎再整備事業費・県庁舎修繕等工事費 



 

－ 総務２ － 

 

 

 

新 ＩＣＴ等を活用した業務の効率化・生産性の向上 

 

１ 事 業 費   ２１，１９９（前年度  ０） 

【財源内訳】    【主な使途】 

一般財源 21,199  委託料   13,635 

  使用料    5,313 

  工事請負費  1,800 

 

２ 背景・事業目的 

これまでも事務事業の見直しによる業務効率化や職員の時間外勤務の

縮減に取り組んできた。 

更に、ＩＣＴ等を活用することにより、一層の業務効率化や生産性の

向上、ワークライフバランスの推進を図る。 

 

３ 事 業 概 要 

（１）事務自動化推進事業費 (12,000 千円)  

ＲＰＡ（※１）とＡＩ－ＯＣＲ（※２）を組み合わせた事務自動化

やＡＩ音声認識の導入による議事録等作成作業の効率化に取り組む。 

（２）ＲＥＮＴＡＩ管理費（一時管理費） (7,199 千円)  

出張先でも、庁内システムが利用できるパソコンを、現在の１０台

から２０台に拡充し、モバイルワークによる生産性の向上を推進する。 

（３）サテライトオフィス設置内装改修等事業費 (2,000 千円)  

遠距離通勤の職員や出張中の職員が、勤務する庁舎に行かなくても

業務ができるよう、県庁舎、西濃総合庁舎、可茂総合庁舎にサテライ

トオフィスを設置し、職員の負担軽減や業務効率化につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

所 属 総務部行政管理課 総務部情報企画課 

係 名 管理・業務改善係 内線 2122 情報企画係 

情報システム係 

内線 2254 

2277 

（款）２総務費 （項）１総務管理費 （目）(10)総務管理諸費 

（明細書事業名）○行政管理費 

事務改善企画費 

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(5)情報化推進費 

（明細書事業名）○システム管理費 

行政情報ネットワーク管理費 

○情報化推進費 

情報施策推進費 

※１ ＲＰＡ…………………データ入力や画面操作など、パソコン上で行う操作を自動化するソフトウェ

アロボット。    

※２ ＡＩ－ＯＣＲ…………申請書などの画像データからの文字の読み取りを、ＡＩ（人工知能）を利用

して、認識精度を高めたもの。 



 

－ 総務３ － 

所 属 総務部情報企画課 知事直轄広報課 

係 名 情報システム係 内線 2277 企画報道係 内線 2066 

 

 新 利用者の新たなニーズに対応する県ホームページの構築 

 

１ 事 業 費   ８２，１００（前年度 ０） 

【財源内訳】    【主な使途】 

一般財源 82,100  委託料 82,100 

 

２ 背景・事業目的 

岐阜県公式ホームページは、県民等へ県政情報を提供する最重要ツー

ルであり、岐阜県ホームページシステム（以下、「県システム」という。）

により運用されている。 

現在運用されている県システムの保守契約が令和２年９月に満了する

のに伴い、新たな県システムの構築により、インターネット利用環境の

変化や、利用者の新たなニーズへの対応を図る。 

 

３ 事 業 概 要 

岐阜県庁ホームページ更新費 (82,100 千円)  

 動画やＳＮＳの活用、災害用ページや外国語ページの充実など、県シ

ステムの機能向上を図ることで情報発信力を高めるとともに、スマート

フォンやタブレット端末で見やすく、必要な情報を探しやすい新たなデ

ザインを取り入れたホームページの運用を開始する。 

 

＜スケジュール（予定）＞ 

・令和２年４月～  基本・詳細設計 

・令和２年５月～  システム構築 

・令和２年７月～  データ移行、操作研修等 

・令和２年１０月～ 新ホームページ運用開始 

 

 

（款）２総務費 （項）２企画開発費 （目）(5)情報化推進費 

（明細書事業名）○情報化推進費 

情報施策推進費 


